
学校行事の価値を問い、その先へ 

校長  森谷 優子 

９月 10日（土）体育祭が行われました。感染症禍ではありますが、様々

な対策が功を奏し、無事、終了することができました。保護者のみなさま

のご協力に感謝申し上げます。また、最後のテントの片付けにも多くの皆

様からご協力いただき、重ねて御礼申し上げます。 

この体育祭では、多くの感動がありました。特に、赤連合、青連合、黄

連合の創意あふれるすばらしい応援パフォーマンスには胸を打たれまし

た。精一杯声を出し、力一杯踊り、仲間を応援し、楽しそうに自分を表現

している様子は本当に美しい姿でした。競技の最中も、応援席から飛ぶか

け声、それに応える声、団長を中心に、互いに団の士気を鼓舞する姿な

ど、今、思い出しても胸が熱くなります。さらに、体育祭を華やかに盛り

上げたのが、力作の応援アートです。応援パフォーマンス、応援アート、

共に、どの連合も本当にすばらしく、なかなか審査が進みませんでした。

また、放送や得点、用具、決勝審判など大事な裏方として体育祭を支えて

くれた係生徒のみなさんの活躍も忘れてはなりません。ありがとう！最後

にＪＲＣ委員会の放った風船が空に昇っていく光景が美しかったです。 

さて、２学期は、大きな学校行事が２つあります。「体育祭」と「合唱コンクール」です。 

この２つの学校行事は、多くの授業時間を費やして行われます。なぜか。それだけの価値がある

からです。では、体育祭の価値とは何でしょうか。あなたが体育祭を通して得たものは何ですか。

学んだことは何ですか。人は「為すこと（経験）によって学ぶ」のです。成功したこと、失敗した

こと、うまくいった判断、よくなかった判断、それらすべて経験したことを基に、考えることで、

人はさらに成長するのです。体育祭を終えた今、一人一人が「体育祭の価

値」を問い、全員が、この問いに、答えを出してくれることを願っていま

す。一人一人が問い、答えを出したその先にこそ、この東中学校のさらな

る前進があるのです。 
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みんなで 120％の力を出

せた。感動した体育祭だ 

った。一人一人が自分に

拍手を送りましょう！！ 

＜副実行委員長＞ 

今年度の体育祭も全

員で協力して最高の

ものを創り上げるこ

とができた。これから

も東中全員で協力し

て素晴らしい学校を

築き上げていこう！ 

＜実行委員長＞ 



いない仲間の分

まで団結できた。

達成感でいっぱい

です！！ 

＜連合長＞ 

みんなで何かをやり

遂げることはとても

楽しい！感動で

す！＜連合長＞ 

仲間がいるからがんばれた。 

みんなありがとう！！＜連合長＞ 



１冠も取れなかったけ

ど、選抜リレーでいつ

も負けていた黄軍が

１位になったのを見た

時、狼の好転の力が

働いたと思いまし

た。＜アート長＞ 

念願のトロフィーを

手にすることがで

きてとても嬉しか 

ったです。最高の体

育祭になりました。 

＜アート長＞ 

みんな、メアリー

と呼んでくれて、

ありがとう！！ 

＜アート長＞ 



絆が深まった。でもまだまだこれからだ！ 

今よりもっともっとよりよい東中を創

る！！ ＜副連合長＞ 

私が得たもの。仲間との絆。 

楽しむこと。努力すること。 

＜副連合長＞ 

はじめてこんなに大きな役を任されて、最初は緊張した

けど、みんなが声をかけてくれたおかげでがんばれた。

ありがとう！！ 

＜副連合長＞ 


